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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電気電子系の講師をしています仲野です。
平成２７年度、電気電子系の能力開発セミナーの説明をさせていただきます。
よろしくお願いします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
【説明について】

・説明時間は２０分
・電気→機械→居住の順番
・電気は最初なので、フローの説明をおこなう
また、オーダーコースについても、施設を代表して説明する

機械が最初になった場合は、フローの説明とオーダーコースの説明をしてもらうことになるので注意すること
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コースフローの見方を説明したいと思います。
後ほど説明いたします、機械系、居住系の説明も同様の読み方になります．

赤く塗りつぶされたコースは、次年度に新設する予定のコースです。

黄色く塗りつぶされたコースは、訓練内容を見直し、リニューアルする予定のコースです。

青く塗りつぶされたコースは、本年度と同様のカリキュラム内容で、実施する予定です。
本年度キャンセル待ちが発生して人気のありますコースについては、その都度コメントいたしますので、参考にしてください．

青枠の実線の中には、セミナーを受講する際に必要な前提知識や受講推奨コースを記載しています。

破線枠の中には、別スライドに掲載されている後続のフロー名を記載しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コースフローの注意点としましては、
コースフローに受講推奨順の矢印がある場合は、前提知識が必要ですので、申込時には注意をしてください。
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VHDL (VHSIC Hardware Description Language)
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= MITRON (Micro Industrial TRON)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このスライドに出てきます用語の説明を載せていますので、参考にしてください。

説明は行わない→あとから参照してもらう


i HE  ATAFICHTKAHAERA(2)

MISRA-C (Motor Industry Software Reliability Association — C)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
説明は行わない→あとから参照してもらう
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3G(3rd Generation)i& {§
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M2M (Machine to Machine)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
説明は行わない→あとから参照してもらう
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成２７年度の電気電子系の分野では、

６分野　７４コースを計画しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新規コースは３コースの計画を予定しています。詳細については、後ほど説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新規コースは３コースの計画を予定しています。詳細については、後ほど説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
改変（ＲＥＮＥＷ）コースは５コースの計画を予定しています。こちらも詳細については、後ほど説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
応募者が少なく実施回数も少ないコースにつきましては、中止するコースもございます。

５分野で数コースについて、中止を予定しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初に、回路設計分野から説明したいと思います。

回路設計分野は、アナログ回路、パワーエレクトロニクス、デジタル回路、ノイズ・ＥＭＣ対策
の分野で、２４コース、計画しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アナログ回路技術分野のコースフローになります。

トランジスタやオペアンプなどを使用した増幅回路設計のセミナーに始まり、
電子回路シミュレータを使った効率の高い電子回路設計の手法や、
小型高効率なＤＣ－ＤＣ電源回路の設計などのセミナーへステップアップする内容となっています。

アナログ回路設計と評価の実践技術（トランジスタ編）と小型化・高効率化のためのDC-DC回路設計実践技術
は本年度人気のあるコースです。
申込み開始時期になりましたら、お早めに申しこみ下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パワーエレクトロニクス分野のコースフローになります。

インバータにつきましては、回路設計技術についてのコースでございます．
汎用インバータを使用するコースにつきましては、
後述の、「生産設備におけるインバータ実践技術」をご検討ください．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

パワーアナライザ　を追加いたしました。
本年度は、可変速モータインバータやAC/DCモータでの電力計測、
エアーコンディショナを用いた波形観測、電力計測、プロ-ビングの差異などを実施しております。
省エネルギー化とともに、モータのキャリア周波数が上がっています。
いままでの測定方法では大きな誤差要因を生みます。　最新のインバータ事情も併せてご紹介します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パワーエレクトロニクス分野のコースフローになります。

インバータにつきましては、回路設計技術についてのコースでございます．
汎用インバータを使用するコースにつきましては、
後述の、「生産設備におけるインバータ実践技術」をご検討ください．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新規に計画しました『ブラシレスDCモータ制御のためのマイコン実践技術』について説明したいと思います。
省エネやメンテナンスフリーを背景に、従来型のモータが使われていたところでもより高効率や長寿命を目指してブラシレスモータへの転換が進んでいます。
このセミナーでは、マイコンを使ったブラシレスＤＣモータの制御に関するプログラミング技術について習得します。

前提知識として、Ｃ言語の基礎知識が必要になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
モータ関係のプログラム開発・設計の分野で活躍されている、櫻井清先生に講師をお願いしています。
櫻井清先生は、ＣＱ出版社の雑誌に執筆されておられ、モータ制御のプログラム開発の分野で活躍されています。

モータ制御用のマイコンにはＭｉｃrochip社のＤＳＰ内蔵ＰＩＣを使っています．

尚、この２つのコースについては今年度先行して実施予定となっています．
詳細は、お手元のチラシを参照ください。
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entity latch is
port ( en, d: in std_logic;
q : out std_logic );
end latch;
architecture rtl of latch is
begin
process (en, d)
begin if (en="1") then
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、デジタル回路技術分野のコースフローになります。

この分野では、製品の多機能化・低価格化を受けて、回路の大規模化・集積化が一段と進んでおります。

ＦＰＧＡは、プログラムによって中身（機能）を書き換えることのできるＩＣで、
１つのＩＣで多くの機能を実現することができます。

このＦＰＧＡを設計するセミナーが中心となっております。

シミュレータによるデジタル回路実践技術は人気のコースです。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
ＳＰ３Ａ→Ｓｐａｒｔａｎ－３Ａ
ＳＰ６→Ｓｐａｒｔａｎ６

カルノー図は最低限知っておく必要あり。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、ノイズ・ＥＭＣ対策技術分野のコースフローになります。

ノイズの問題は、現在環境問題の１つとして取り上げられ、
ＥＵでは法的規制もあり、製品設計で避けて通れない問題です。

いずれのコースも、部外の先生に講師をお願いしております．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マイコン技術分野のセミナーは、マイコン制御技術、組み込みＯＳ活用技術、
ソフトウェア品質向上技術の、３グループ、１６コースを計画しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

マイコン制御技術分野のコースフローになります。

コースは６種類あります。
マイコンの内部動作の理解から始まり、マイコンを用いた機械制御を行うセミナーへ
ステップアップする内容となっています。

前提知識として、プログラミング経験（アセンブリとＣ言語）のある方となっておりますので注意してください。

マイコン制御システム開発実践技術(C言語編)
は本年度人気のコースです。

新規コースとして挙げている２つのコースについて、次に説明いたします．











－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＡＮ　・・・　通信を行うための規格
通常・・・８ビットマイコンを使用　（安価）
エンジンまわり・・・１６ビット、３２ビット
スピード　１Ｍｂｐｓ
３２ビット→Ｆｌｅｘｒａｙ　になるのではないか。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新規に計画しました『3G通信技術を活用したM2Mアプリケーション開発技術(オープンハードウェアArduinoによる開発期間短縮技術)』
について説明したいと思います。

近年、教育のみならず、アートやプロトタイピング用途でも広く使われるようになったマイコンボード Arduino（アルデュイーノ）に、
一般の携帯電話で使われている３G通信機能を付加する拡張ボード「３Gシールド」を搭載することによって、
誰もが簡単に、短時間・低コストで容易にM２M（エムツーエム；マシンtoマシン）/ＩｏＴ（アイオーティ；インターネットオブシングス）システムの構築が可能となりました。

このセミナーでは、３Gシールドを使ったＭ２Ｍシステム構築の為に必要となる、Arduinoおよび各種センサの扱い方と、
３Gシールドを用いたデータ通信の手法について、実習を通して学んでいくとともに、実際の適用事例についても紹介する予定です。

前提知識としては、一応、パソコン上のＣ言語など、何らかのプログラミング経験があれば実習がスムーズに進むかと思いますが、
マイコン開発や無線通信に関する詳細な知識や深い経験は特に必要ありません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート


講師については、現在調整中ですが、
この３Ｇシールドを用いたＭ２Ｍシステムの開発・支援と、３Ｇシールドの普及・啓発を行っているＮＰＯ団体「３Ｇシールド　アライアンス」より、
この分野に詳しい講師を派遣いただく予定です。

Ｍ２Ｍ技術を応用したシステム構築、ビジネス展開を考えている方であれば、即、試作・応用・実践へとつなげることも可能な技術ですので、
興味をもたれた方は是非、この機会に受講をご検討ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらのマイコン開発関連の2コースでは、
従来、ルネサスのH8/Tiny（エッチはちタイニー）シリーズまたはR8C/Tiny（アールはちシータイニー）シリーズマイコンを
利用してプログラム作成実習を行ってきましたが、
次年度からはこの２つのマイコンの後継機であり、製品への実装実績が拡大している新型CISC（シスク）チップ、
RX62（アールエックスろくに）シリーズを採用した新型ボードを導入することとしました．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

マイコン制御技術分野のコースフローになります。

コースは６種類あります。
マイコンの内部動作の理解から始まり、マイコンを用いた機械制御を行うセミナーへ
ステップアップする内容となっています。

前提知識として、プログラミング経験（アセンブリとＣ言語）のある方となっておりますので注意してください。

マイコン制御システム開発実践技術(C言語編)
は本年度人気のコースです。

新規コースとして挙げている２つのコースについて、次に説明いたします．
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ＣＡＮ　・・・　通信を行うための規格
通常・・・８ビットマイコンを使用　（安価）
エンジンまわり・・・１６ビット、３２ビット
スピード　１Ｍｂｐｓ
３２ビット→Ｆｌｅｘｒａｙ　になるのではないか。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
組込みＯＳ活用技術分野のコースフローになります。

組込みＯＳを活用したコースを５コース、計画しました。

新規に計画しました『組込みシステム開発（Android実装と開発）<Androidポーティング>』
について説明したいと思います。

４つのリニューアルコースについては後ほどまとめて説明いたします．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ソフトウェア品質向上分野のコースフローになります。

ソフトウェア品質向上に関するコースを５コース、計画しました。

オブジェクト指向設計（ＵＭＬ）適用技術
は本年度人気のコースです。

組込みシステム開発のためのモジュールテスト技術については、リニューアルいたしました
先ほどの４コースとまとめて、マイコン制御技術のリニューアルコースについて説明いたします．

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自動計測制御技術分野のセミナーは、自動計測技術、自動制御技術に関連するコースなどの、６種類を計画しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自動計測技術分野のコースフローになります。

自動計測技術に関するコースを５コース、計画しました。

仮想計測システムによる計測制御技術
は本年度人気のコースです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新規に計画しました『電気・機械技術者のための計測・制御実践技術（プログラム開発編）　』について説明したいと思います。
このコースは、計測や制御に必要となるプログラミング技術を習得するコースで、このプログラム開発編と、ＧＵＩ開発編に分かれます。

最初のコースとなる「プログラム開発編」では、ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏの開発環境の使い方、
ＶｉｓｕａｌＢａｓｉｃ言語のデータ構造や制御構造など基本文法と、オブジェクト指向プログラミングの概念やクラス・継承・インタフェースなどの
機能、例外処理、ファイル処理などについて習得します。

パソコンの基本操作ができれば、特別、前提知識は必要ありません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前の「プログラム開発編」に続くコースである、こちらの「ＧＵＩ開発編」のコースでは、
Windows上で動くアプリケーションの開発で使われる、ウィンドウやメニュー、ボタンなど
「コントロール」と呼ばれる画面表示部品を用いた画面作成の手法を習得します。

また、計測制御プログラムに必要となる機能の一例として、ＧＤＩ＋と呼ばれるグラフィック描画機能を
用いたチャートグラフ作成の方法と、その部品化について学び、デジタル入出力ボードによるＩ/Ｏ制御の方法も習得します。

先にあった通り、このコースの受講に際しては、前の「プログラム開発編」のコースを受講しているか、ＶｉｓｕａｌＢａｓｉｃの文法を
習得していることが前提となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、先の２コースは「ＶｉｓｕａｌＢａｓｉｃ言語」を用いて、
Windows用の計測制御プログラムを開発するための技術・知識を学ぶコースでしたが、

この先の２コースは、同じ内容をＣ＃言語によって実現するためのコースです。

使用する言語が異なる以外は、コース内容、扱う範囲など、
前の２コースとほぼ同じものとなります。



.

S MTBEDT=HD

NEW
B X
(GUIG¥#R) <CHim>

= FIFERAE

=) —& S :E405

&1 8 - il 1 32 B

% 4

= Windows J4—A4 arrO—J)LOELVENS, T7AILA
DHZHAHEE . GDI+TOFr—rI ST DEE . 17 OFl{E A
DLLADAPIEEDEWNAE T, /NG FlE i E 7S
0533008 ®/LES,

= HITE Al E8E

= BER-ERBRINTEOOHOE-FIHEREM(TOT 5L

FFR) <CHIE> IZFBEINT=-H. XILCH

T Framework2. OLIR%) DA HDHEHR - HIEHD T L

BRETFHAEZDA

T TEambl: (BR) ATV IR

=i ( NE

=[]

37


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ですので、
こちらのコースもＶｉｓｕａｌＢａｓｉｃ編と同様にWindowsフォームとよばれる、ユーザインターフェースと
デジタル入出力制御の内容をＣ＃言語で扱うコースとなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自動制御技術分野のコースフローになります。


自動制御技術に関しては、今年度とカリキュラムの内容は変わりません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
シーケンス制御に関しては、電磁リレーを使用する有接点シーケンス技術関連が、２コース、

パソコンを使用してプログラムを作成するＰＬＣ制御関連が１４コース、計画しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
有接点シーケンス技術分野に関するコースを２コース、計画しています。

２つのコースとも
本年度人気のコースです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＰＬＣ制御分野三菱Ａシリーズのコースフローになります。

三菱Ａシリーズは製造中止製品ですが、現場ではまだ利用されていることから、今年度は各１コース実施する予定です。



.
i @-2 PLCHIEIHT (= EQ)

[ BERY—TVADME ]

l E602 E610 E615
PLCEE & i &) 3 4 . MIEWIEZLD PLCIZ&KDHRYET—2
(=ZQ) PLCHIfEfiT(=ZQ) EERT
E613 E616
N\
L FAYFINRIVIZ KD E£ERBIZBITS
PLCHIfE: fir(=2) ) PLCAL & iR & il 1
L E606 E614
4 N\
PLCH fE10D [B] BR & it BYFINRILIZED
(=ZQ) L PLCHIEFE AT (T2 IL) )

E617
PLCH >S4 il {E
(=Z=Ethernet)

42


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらが、三菱Ｑシリーズのコースフローとなっております。

タッチパネルによるPLC制御技術(デジタル）と電気空気圧以外のコースは
本年度人気のコースです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＰＬＣ制御分野三菱Ａシリーズのコースフローになります。

三菱Ａシリーズは製造中止製品ですが、現場ではまだ利用されていることから、今年度は各１コース実施する予定です。



NEW PLCEERIFIEIEM (ZFFX) +34+—FE E603

PLC I {El D [B] BR$Z 1T (= ZFX) E607
FUEALIR(Z L BPLCHI BT (=ZFX) E611

=ZZ2QU)—XFF-o-PLCtEIF—¢ERICABRD
I F—F=FFXI)—X(FX3U)ZE-T.

EiwLET,

;""!HE"

|
|
I
! il Fx
&
g
|
]
il
[
¥
|

~'!! )t oot Bl

44


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
モータ関係のプログラム開発・設計の分野で活躍されている、櫻井清先生に講師をお願いしています。
櫻井清先生は、ＣＱ出版社の雑誌に執筆されておられ、モータ制御のプログラム開発の分野で活躍されています。

モータ制御用のマイコンにはＭｉｃrochip社のＤＳＰ内蔵ＰＩＣを使っています．

尚、この２つのコースについては今年度先行して実施予定となっています．
詳細は、お手元のチラシを参照ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オムロン編とキーエンス編のコースフローになります。

カリキュラムの変更点はありません。

数値処理によるPLC制御技術(オムロン)以外のコースは
本年度人気のコースです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オムロン編とキーエンス編のコースフローになります。

カリキュラムの変更点はありません。

数値処理によるPLC制御技術(オムロン)以外のコースは
本年度人気のコースです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＰＬＣ制御技術の分野でのＳＦＣコースのフロー図になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＦＡシステム技術分野のコースフローになります。

ＦＡシステム技術に関するコースは、４種類あります。

生産設備におけるインバータ実践技術は
本年度人気のコースです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらのマイコン開発関連の2コースでは、
従来、ルネサスのH8/Tiny（エッチはちタイニー）シリーズまたはR8C/Tiny（アールはちシータイニー）シリーズマイコンを
利用してプログラム作成実習を行ってきましたが、
次年度からはこの２つのマイコンの後継機であり、製品への実装実績が拡大している新型CISC（シスク）チップ、
RX62（アールエックスろくに）シリーズを採用した新型ボードを導入することとしました．



.

EIIII
Kd

i@ﬁz’—‘u fig - @IS HE T i (29 V—7)
» -1 EREE R (91-7)
s ®-2 BIE-HEIHMI-2)

50


プレゼンター
プレゼンテーションのノート

電気設備・通信施工技術に関するコースは、５コース計画しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電気設備・通信施工技術分野のコースフローになります。

電気設備・保全技術に関するコースですが、

電力監視による省エネルギー対策技術以外のコースでは
本年度人気のコースです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新規に計画しました『低圧電気設備の機器選定技術』について説明したいと思います。

このセミナーでは、低圧機器について理解を深めるだけでなく、照明器具の省エネルギー化を進めるにあたって必要な技術について習得します。

前提知識として、現場のための電気技術（電気保全実務編）を受講もしくは同等の知識が必要になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このコースは、機器選定の内容について特化しています。また加えて照明計算や省エネルギーについて習得します。




.

-

n HERE
» EEEREZEICHITAREINERDEREZERL. T2
HAERMZEEEFLET,

G S ERH OD RF SRR

=~=_|I

= BItE R0
» EEEREREOHIFIEECHMZZEBL LIRFOMBZE
ELTWAIEMEZELLY,

54


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新規に計画しました『低圧電気設備の保守点検技術』について説明したいと思います。

このセミナーでは、電気の安全と測定器の活用技術について習得します。

前提知識として、低圧電気設備の機器選定技術を受講もしくは同等の知識が必要になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

このコースは、低圧電気設備の保守・点検の内容について特化しています。また、加えてデマンド料金制度などの電力管理技術を習得します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新規に計画しました『低圧電気設備の動力制御盤製作』について説明したいと思います。

このセミナーでは、制御盤製作に必要な制御機器についての知識と電動機制御技術について習得します。

前提知識として、低圧電気設備の機器選定技術を受講もしくは同等の知識が必要になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート


このコースは、制御盤製作の配線方法について特化しています。また、加えてインバータによる省エネ対策について習得します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新規に計画しました『低圧配電機器選定と保護協調』について説明したいと思います。

このセミナーでは、配線用遮断器や漏電遮断器の特性について理解を深めるだけでなく、保護協調についての知識も習得します。

前提知識として、低圧電気設備の機器選定技術を受講もしくは同等の知識が必要になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート


このコースは、遮断器の選定について特化しています。加えて保護協調について習得します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
通信・施工技術分野のコースフローになります。

通信・施工技術関連に関しては、次年度におけるカリキュラムの変更点はありません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後にオーダーコースのご案内をさせていただきます。

オーダーコースというのは、企業からのご要望に合わせた訓練カリキュラムで
研修を実施するものです。

電気系だけでなく、機械系、居住系で実施が可能です。

オーダーコースを企画することができる最小人数は１０名からとなります。
今年度電気系では、３社、２６コース、２７３名の訓練が計画され、実施されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オーダーコースの流れを示します。

研修担当様と当センター講師との打ち合わせを繰り返すことにより、セミナー計画を策定します。

一度に多くの受講生を集めることができるような場合は、オーダーコースでの対応が可能となる可能性がありますので、連絡いただければとい思います。

日程等の調整がありますので、早い時点での連絡をいただきたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、電気技術者を育成するコース例となっております。
参考にしていただければと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これで、電気電系の説明を終わりにさせて頂きます。

ご清聴ありがとうございました。
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